




































































































































































従来方法 検討1 検討2 検討3 検討4
6　月 7　月 8　月 9　月 10　月 11　月 12　月
検体数 203 199 211 219 ！79 195 180
MGIT（＋） 71 61 57 65 58 71 43
MGIT（＋）での雑菌検体数 17 15 10 11 10 17 7
雑菌汚染率（％） 8．4 7．5 4．7 5．0 5．6 8．7 3．9
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抗酸菌培養検体の前処理方法の検討
質化し、消化及び汚染除去をする前処理によって抗
酸菌のみを選択的に培養することが重要となってく
る。
　今回、MGIT陽性検体の1ヶ月ごとの雑菌分離結
果を調べたところ、B∂cガ1α5　spp．、　MRSA、　MRSEと
グラム陽性菌が大半を占める分離結果となった。こ
の傾向から、MGIT中に含まれる薬剤にはポリミキ
シンB、アムホテリシンB、ナリジクス酸、トリメト
プリム、アズロシリンがあるがグラム陰性菌に効く
薬剤が中心であるため、NALC－NaOH溶液で汚染除
去できなかったグラム陽性菌が多く分離されたと考
えられる。
　前処理方法の検討では喀疾溶解酵素で検体を十分
均質化させる操作とNALC－NaOH溶液で検体を消
化及び汚染除去をする操作に重点を置き検討した。
喀疾溶解酵素で十分に検体を均質化させた場合、雑
菌汚染率に低下が認められ、従来方法では検体の均
質化が雑菌汚染の主な原因となっていたことが判明
した。喀疾溶解酵素で十分に検体を均質化し、かつ
NALC－NaOH溶液を加えてからボルテックスミキ
サーでおこなう撹拝間隔を5分、3分、1分と変更
した場合、境搾間隔が5分、3分では雑菌汚染率は
良好な結果であったが、撹絆間隔が1分では検体を
十分に均質化させている場合でも雑菌汚染率を低下
させることはできなかった。しかし、撹拝方法をボ
ルテックスミキサーから手による転倒混和に変更す
ると雑菌汚染率を低下させることが可能であった。
このことからボルテックスミキサー等で激しくかつ
頻繁におこなう撹拝方法では雑菌汚染率上昇につな
がる可能性があり、NALC－NaOH溶液を加えた際の
撹拝方法やNALC－NaOH溶液の劣化などが原因で
はないかと推測できるが次回の検討課題となった。
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